第3章 人口動態調査

１　結果の要約

（１）出生数は減少
出生数は68,131人で、前年の70,648人より2,517人減少し、出生率（人口千対）は7.6で、前年の7.9より0.3ポイント低下した（表１）。
出生数を母の年齢（5歳階級）別にみると、15歳未満、45～49歳以外では減少した（表２）。
（２）死亡数は増加

死亡数は80,352人で、前年の77,361人より2,991人増加し、死亡率（人口千対）は8.9で、前年の8.6より0.3ポイント上昇した（表１）。
死因別にみると、死因順位の第１位は悪性新生物、第2位は心疾患、第3位は老衰、第4位は脳血管疾患となった。全死亡者に占める割合はそれぞれ29.3％、14.8％、8.9％、7.7%であり、死亡者のおよそ3人に1人は悪性新生物で死亡したことになる（表７、図３）。
（３）自然増減数は減少
出生数と死亡数の差である自然増減数は-12,221人で、前年の-6,713人より5,508人減少し、自然増減率（人口千対）は-1.4となった（表１）。
出生数が死亡数を上回ったのは横浜市鶴見区、港北区、青葉区、都築区、川崎市幸区、中原区、高津区、多摩区、宮前区、麻生区、海老名市の11市区だけで、他の市区町村では人口は減少している（人総覧0400）。
（４）死産数は減少
死産数は1,365胎で、前年の1,400胎より35胎減少したが、死産率（出産（出生＋死産）千対）は19.6で、前年の19.4より0.2ポイント上昇した（表１）。 死産率が上昇したのは出産数が減少したためである。
（５）婚姻数は減少

婚姻件数は46,274組で、前年の46,695組より421組減少し、婚姻率（人口千対）は5.1で、前年の5.2より0.1ポイント低下した（表１）。
平均婚姻年齢は、夫31.8歳、妻29.9歳で、夫、妻ともに前年より0.1歳低下した（表９）。
（６）離婚件数は減少
離婚件数は15,370組で、前年の15,673組より303組減少し、離婚率（人口千対）は1.71で、前年の1.74より0.03ポイント低下した（表１）。
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２　出生

（１）出生数 

平成29年の出生数は68,131人で、前年の70,648人より2,517人減少した（表1）。
第１次ベビーブーム期（昭和22～24年）に生まれた女性が出産したことにより、昭和46～49年には、第2次ベビーブームとなり、1年間に12万人を越える出生数であった。昭和50年以降は、毎年減少し続け、平成6年以降増加と減少を繰り返しながら、ゆるやかな減少傾向であったが、平成13年からは5年連続で減少した。平成18年から2年連続で増加したが、平成20年からは再び減少傾向である（図1）。
出生率（人口千対）は、7.6で前年の7.9より0.3ポイント低下した（表1）。
出生数を母の年齢（5歳階級）別にみると、15歳未満、45～49歳以外では減少した（表２）。
第１子出生時の母の平均年齢は上昇傾向であったが、平成26～28年の31歳で頭打ちとなり、平成29年は30.9歳となった（表３）。
[image: image2.emf]平成27年 平成28年 平成29年 28年－27年29年－28年

総数 73,475      70,648      68,131      △ 2,827  △ 2,517 

15歳未満 1           3           3           2   - 

15～19 685         598         524         △ 87  △ 74 

20～24 4,641       4,447       4,416       △ 194  △ 31 

25～29 16,736      15,891      15,370      △ 845  △ 521 

30～34 27,733      26,460      25,773      △ 1,273  △ 687 

35～39 19,019      18,415      17,396      △ 604  △ 1,019 

40～44 4,540       4,702       4,507       162  △ 195 

45～49 117         128         141         11  13 

50歳以上 3           4           1           1  △ 3 

注：総数には母の年齢不詳を含む。

表2　母の年齢（5歳階級）別にみた出生数

母の年齢

出生数 対前年増減


[image: image3]
　　[image: image4.emf]資料：合計特殊出生率については、次の資料を使用した。

　　　厚生省人口問題研究所「都道府県別人口の出生力に関する主要指標」（昭和45年～昭和60年）

　　　厚生省「出生に関する統計（人口動態統計特殊報告）」（昭和60年～平成2年）

　　　厚生労働省「人口動態統計」（平成2年～）

[image: image5.emf]平成20年 21 22 23 24 25 26 27 28 29

平均年齢 30.0歳 30.2歳 30.4歳 30.5歳 30.7歳 30.8歳 31.0歳 31.0歳 31.0歳 30.9歳

注：母の年齢が14歳以下の場合は14歳とみなして計算した。

表3　第1子出生時の母の平均年齢の年次推移


（２）合計特殊出生率

平成29年の合計特殊出生率は1.29で前年の1.31より0.02ポイント低下した（表４）。
市区町村別にみると、合計特殊出生率が高いのは開成町（1.81）、川崎市幸区（1.58）、大磯町（1.53）、川崎市宮前区（1.50）、寒川町（1.46）等で、低いのは箱根町（0.74）、湯河原町（0.88）、山北町（0.90）、横浜市中区（1.00）、中井町（1.00）等である（表５）。
[image: image1.emf]平成29年 平成28年 対前年増減平成29年平成28年

分 秒 分 秒

出生 68,131        70,648       △ 2,517  7.6      7.9      7’ 43” 7’ 26”

死亡 80,352        77,361       2,991  8.9      8.6      6’ 32” 6’ 48”

乳児死亡 157           147          10  2.3      2.1      3,347’ 46”3,575’ 31”

新生児死亡 80            80            -  1.2      1.1      6,570’ 00”6,570’ 00”

自然増減 △ 12,221  △ 6,713  △ 5,508  △1.4 △0.7 … …

死産 1,365         1,400        △ 35  19.6     19.4     385’ 03” 375’ 26”

自然死産 673           665          8  9.7      9.2      780’ 59” 790’ 23”

人工死産 692           735          △ 43  10.0     10.2     759’ 32” 715’ 06”

周産期死亡 259           258          1  3.8      3.6      2,029’ 21”2,037’ 13”

妊娠満22週以後の死産 192           196          △ 4  2.8      2.8      2,737’ 30”2,681’ 38”

早期新生児死亡 67            62           5  1.0      0.9      7,844’ 47”8,477’ 25”

婚　　姻 46,274        46,695       △ 421  5.1      5.2      11’ 22” 11’ 15”

離　　婚 15,370        15,673       △ 303  1.71     1.74     34’ 12” 33’ 32”

平成29年 平成28年

合計特殊出生率 1.34          1.36        

資料：厚生労働省「人口動態統計」

表１　人口動態総覧

注：1）出生・死亡・自然増加・婚姻・離婚率は人口千対、乳児・新生児・早期新生児死亡率は出生千対、

　　　　死産率は出産 （出生＋死産）千対、周産期死亡・妊娠満２２週以後の死産率は出産

　　　　（出生＋妊娠満２２週以後の死産）千対である。

　　2）合計特殊出生率とは、１５歳から４９歳までの女子の年齢別出生率を合計したもので、１人の女子が

　　　 仮にその年次の年齢別出生率で一生の間に生むとしたときの子ども数に相当する。

実数 率

平均発生間隔

平成29年 平成28年


　
　[image: image6.emf]表5　市区町村別にみた合計特殊出生率

市区町村 平成29年 平成28年 市区町村 平成29年 平成28年 市区町村 平成29年 平成28年

神奈川県 1.29      1.31      相模原市 1.24      1.24      葉 山 町 1.24      1.41     

横 浜 市 1.26      1.29      緑 区 1.21      1.25      寒 川 町 1.46      1.25     

鶴 見 区 1.33      1.38      中 央 区 1.26      1.28      大 磯 町 1.53      1.36     

神奈川区 1.21      1.23      南 区 1.25      1.21      二 宮 町 1.10      1.26     

西 区 1.09      1.15      横須賀市 1.30      1.34      中 井 町 1.00      0.78     

中 区 1.00      1.07      平 塚 市 1.27      1.24      大 井 町 1.16      1.42     

南 区 1.04      1.05      鎌 倉 市 1.18      1.25      松 田 町 1.20      1.46     

保土ヶ谷区 1.21      1.25      藤 沢 市 1.38      1.42      山 北 町 0.90      0.96     

磯 子 区 1.37      1.33      小田原市 1.28      1.22      開 成 町 1.81      1.48     

金 沢 区 1.20      1.15      茅ヶ崎市 1.32      1.39      箱 根 町 0.74      1.05     

港 北 区 1.34      1.38      逗 子 市 1.28      1.40      真 鶴 町 1.07      1.12     

戸 塚 区 1.33      1.38      三 浦 市 1.12      1.11      湯河原町 0.88      1.02     

港 南 区 1.25      1.19      秦 野 市 1.21      1.19      愛 川 町 1.28      1.16     

旭 区 1.28      1.24      厚 木 市 1.31      1.33      清 川 村 1.20      1.17     

緑 区 1.36      1.36      大 和 市 1.35      1.38     

瀬 谷 区 1.22      1.38      伊勢原市 1.31      1.31     

栄 区 1.33      1.32      海老名市 1.35      1.41     

泉 区 1.40      1.38      座 間 市 1.30      1.22     

青 葉 区 1.28      1.33      南足柄市 1.29      1.22     

都 筑 区 1.40      1.43      綾 瀬 市 1.27      1.29     

川 崎 市 1.34      1.36     

川 崎 区 1.21      1.27     

幸 区 1.58      1.53     

中 原 区 1.35      1.35     

高 津 区 1.35      1.35     

多 摩 区 1.20      1.26     

宮 前 区 1.50      1.54     

麻 生 区 1.23      1.32     

注：1)率算出に使用した人口が、神奈川県統計センター「神奈川県年齢別人口統計調査」（外国人人口を含む）

　　　によるため、厚生労働省発表の数値（使用する人口が日本人人口）とは異なる。


３　死亡
（１）死亡数・死亡率
平成29年の死亡数は80,352人で、前年の77,361人より2,991人増加し、死亡率（人口千対）は8.9で前年の8.6より0.3ポイント上昇した（表1）。
昭和20年～昭和30年代は2万人前後で推移していたが、その後上昇傾向となり、平成3年以降は4万人以上となり、平成11年以降は5万人以上となり、平成19年より6万人を超えた。

近年は人口の高齢化を反映して75歳以上の死亡数が増加しており、平成29年の死亡数の約7割を占めている（図２）。
年齢（5歳階級）別に死亡率（人口10万対）をみると、75歳以上の年齢階級で大きく上昇している（表６－１）。
死亡率性比（男の死亡率／女の死亡率×100）を年齢（5歳階級）別にみると、全ての年齢階級で100以上となっており、どの年齢でも男の方が高い死亡率を示している。また、5～9歳、15～19歳、60～79歳の各年齢階級では、男の死亡率が女の死亡率の2倍以上となっている（表６－２）。
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[image: image7.emf][image: image8.emf] 
[image: image9.emf]表6-1　年齢（5歳階級）別にみた死亡数・死亡率（人口10万対）

平成29年 平成28年 対前年増減 平成29年 平成28年 対前年増減

総数 80,352      77,361      2,991  878.4       847.5       30.9 

  0～4歳 210         197         13  58.1        54.1        4.0 

5～9 19          24          △ 5  5.0         6.3         △ 1.3 

10～14 24          35          △ 11  6.2         8.9         △ 2.7 

15～19 72          102         △ 30  16.9        23.5        △ 6.6 

20～24 127         161         △ 34  25.7        33.7        △ 8.1 

25～29 161         154         7  33.5        31.7        1.8 

30～34 218         207         11  40.0        37.2        2.8 

35～39 309         349         △ 40  50.1        54.5        △ 4.4 

40～44 624         658         △ 34  83.2        85.3        △ 2.2 

45～49 1,070       1,065       5  139.3       147.6       △ 8.3 

50～54 1,403       1,454       △ 51  227.9       236.0       △ 8.1 

55～59 1,849       1,847       2  359.5       366.7       △ 7.2 

60～64 2,626       2,915       △ 289  518.9       550.8       △ 31.9 

65～69 5,886       5,984       △ 98  889.7       922.0       △ 32.3 

70～74 7,450       7,272       178  1,459.1     1,376.7     82.4 

75～79 10,388      9,945       443  2,356.8     2,375.4     △ 18.6 

80～84 14,064      13,284      780  4,418.5     4,358.5     60.0 

85～89 14,977      14,371      606  8,145.5     8,258.7     △ 113.2 

90歳以上 18,873      17,336      1,537  17,945.1   

17,849.7   

95.3 

注：1）総数は年齢不詳を含む。

　　2）率算出に使用した人口が、神奈川県統計センター「神奈川県年齢別人口統計調査」のため、

　　　厚生労働省発表の数値とは異なる。

死亡数 死亡率

年齢階級


[image: image10.emf]表6-2　年齢（5歳階級）別にみた死亡数・死亡率（人口10万対）・死亡率性比

死亡率性比

男 女 男 女 平成29年

総数 43,285      37,067      948.0       809.1       117.2       

0～4歳 113         97          61.0        55.0        110.9       

5～9 14          5           7.2         2.7         267.1       

10～14 13          11          6.5         5.8         113.1       

15～19 52          20          23.8        9.7         245.6       

20～24 87          40          33.5        17.0        196.5       

25～29 96          65          38.3        28.2        136.0       

30～34 136         82          48.3        31.2        155.0       

35～39 200         109         63.1        36.4        173.5       

40～44 402         222         104.4       60.8        171.7       

45～49 691         379         174.2       102.1       170.5       

50～54 923         480         287.2       163.1       176.1       

55～59 1,234       615         467.3       245.7       190.2       

60～64 1,824       802         720.8       317.0       227.4       

65～69 4,106       1,780       1,278.9     522.7       244.7       

70～74 5,069       2,381       2,108.9     881.2       239.3       

75～79 6,703       3,685       3,309.9     1,546.7     214.0       

80～84 8,262       5,802       6,118.4     3,166.0     193.3       

85～89 7,405       7,572       11,197.8    6,431.1     174.1       

90歳以上 5,953       12,920      26,711.8   

22,362.6   

119.4       

年齢階級

死亡数 死亡率

注：1）総数は年齢不詳を含む。

　　2）死亡率性比＝男の死亡率／女の死亡率×100

　　3）率算出に使用した人口が、神奈川県統計センター「神奈川県年齢別人口統計調査」

       のため、厚生労働省発表の数値とは異なる。


（２）死因
ア　死因順位
平成29年の死亡数を死因順位別にみると、第1位は悪性新生物で23,565人、死亡率（人口10万対）262.2、第2位は心疾患11,865人、132.0、第3位は老衰7,164人、79.7で,第1位から第8位までは平成28年と同じであった（表７）。
主な死因の年次推移をみると、悪性新生物は一貫して上昇を続け、昭和53年以降死因順位第1位となり、平成29年の全死亡者に占める割合は29.3％となっている。全死亡者のおよそ3人に1人は悪性新生物で死亡したことになる（図３）。
心疾患は昭和60年に脳血管疾患にかわり第2位となり、その後も死亡数・死亡率とも上昇傾向を示している。平成29年の全死亡者に占める割合は14.8％となっている。

脳血管疾患は昭和40年代には第1位であったが、低下を続け、昭和53年には悪性新生物にかわり第2位に、更に、昭和60年には心疾患にかわり第3位となり、その後も死亡数・死亡率とも低下を続け、平成29年は第4位で、全死亡者に占める割合は7.7％となっている（図３、図４）。
[image: image11.emf]表7　性別にみた死因順位死亡数・死亡率（人口10万対）

死亡率 死亡率 死亡率 死亡率

全死因 80,352    893.9      43,285    964.9      37,067    823.3      77,361    860.9   

悪性新生物＜腫瘍＞ （1） 23,565    262.2      （1） 14,027    312.7      （1） 9,538     211.9      （1） 23,395    260.3   

心疾患（高血圧性を除く） （2） 11,865    132.0      （2） 6,203     138.3      （2） 5,662     125.8      （2） 11,284    125.6   

老　衰 （3） 7,164     79.7       （5） 1,973     44.0       （3） 5,191     115.3      （3） 6,332     70.5    

脳血管疾患 （4） 6,158     68.5       （3） 3,251     72.5       （4） 2,907     64.6       （5） 6,094     67.8    

肺　炎 （5） 5,055     56.2       （4） 2,917     65.0       （5） 2,138     47.5       （4） 6,224     69.3    

不慮の事故 （6） 2,800     31.1       （6） 1,576     35.1       （6） 1,224     27.2       （6） 2,578     28.7    

自　殺 （7） 1,354     15.1       （9） 930       20.7       （11） 424       9.4        （7） 1,309     14.6    

肝疾患 （8） 1,261     14.0       （8） 932       20.8       （13） 329       7.3        （8） 1,168     13.0    

慢性閉塞性肺疾患 （9） 1,234     13.7       （7） 984       21.9       （18） 250       5.6        （11） 909       10.1    

大動脈瘤及び解離 （10） 1,232     13.7       （11） 633       14.1       （8） 599       13.3       （9） 1,157     12.9    

死亡数 死亡数

注：1）（　）内の数字は死因順位を示す。

  　2）男の10位は「腎不全」で死亡数は650、死亡率は14.5である。

　　3）女の7位は「血管性及び詳細不明の認知症」で死亡数649、死亡率は14.4。9位は「腎不全」で死亡数579、死亡率12.9。10位は「アルツハイマー

　　　 病」で死亡数は514、死亡率は11.4である。

    4) 率の算出には、総務省統計局「人口推計」（日本人人口）を使用した。



死亡数
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平成29年 平成28年
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死亡数



[image: image12]

[image: image13]
注：1）昭和54年～平成6年については、「心疾患」は「慢性リウマチ性心疾患」「虚血性心疾患」及び

       「肺循環疾患及びその他の型の心疾患」、「肝疾患」は「慢性肝疾患及び肝硬変」及び「肝

       疾患（肝硬変を除く）」、「結核」は「呼吸系の結核」及び「その他の結核」を加算した。

    2）昭和43年～昭和53年については、「悪性新生物」は「悪性新生物（リンパおよび造血組織の新

       生物を含む）」、「心疾患」は「慢性リウマチ性心疾患」「虚血性心疾患」及び「その他の心疾患」、

       「不慮の事故」は「自動車事故」及び「その他の不慮の事故」、「肝疾患」は「肝硬変」及び「肝臓

       の疾患（肝硬変を除く）」、「結核」は「呼吸系の結核」及び「その他の結核（後遺症を含む）」

    3）率算出に使用した人口が、神奈川県統計センター「人口統計調査結果報告」のため、厚生労

       働省発表の数値とは異なる。
イ　年齢別死因 
平成29年の死因を性・年齢（5歳階級）別に構成割合でみると、5～14歳では悪性新生物が多く、15～39歳では自殺が圧倒的に多い。40歳代からは年齢が高くなるにしたがって、悪性新生物の占める割合が多くなり、男では60歳代後半にピークとなり、女では50歳代後半にピークとなる。それ以降は男女とも心疾患、肺炎、老衰の占める割合が、年齢が高くなるとともに多くなる。90歳以上では、女は老衰が最も多くなっている（図５－１）。
また、１歳未満の乳児死亡数を死因別にみると、先天奇形、変形及び染色体異常の占める割合が
多い（図５－２）。
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注）　不詳は総数に含む
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ウ　部位別にみた悪性新生物
悪性新生物について死亡数・死亡率を部位別にみると、肺がんの上昇傾向であり、特に男は、平成10年に胃がんを上回って第1位となり、平成29年の死亡数は3,257人、死亡率（人口10万対）は72.6となっている。

また、女の大腸がんは、平成14年に胃がんを上回って第1位となり、平成29年の死亡数は1,384人、死亡率（人口10万対）は30.7となっている（表８、図６）。
[image: image14.emf]表8　悪性新生物の主な部位別にみた死亡数・死亡率（人口10万対）の年次推移

部位 昭和40年 50 60 平成7年 25 26 27 28 29

男

胃 975        1,235      1,480      1,850      1,955      1,999      2,025      1,911      1,953     

肺 192        459        917        1,736      3,110      3,240      3,280      3,200      3,257     

肝 ･･･ 250        648        1,199      1,164      1,112      1,108      1,051      1,008     

大腸 ･･･ ･･･ ･･･ 1,035      1,753      1,817      1,817      1,851      1,818     

女

胃 650        780        883        964        935        892        931        908        875       

肺 96         187        384        667        1,285      1,214      1,255      1,301      1,362     

肝 ･･･ 137        206        404        551        564        493        530        500       

乳房 104        173        341        572        1,003      945        1,007      1,110      1,084     

子宮 260        227        249        245        393        413        443        402        447       

大腸 ･･･ ･･･ ･･･ 809        1,348      1,406      1,453      1,429      1,384     

男

胃 42.7       37.8       39.2       44.5       43.6       44.5       45.1       42.6       43.5      

肺 8.4        14.1       24.3       41.7       69.3       72.2       73.0       71.3       72.6      

肝 ･･･ 7.7        17.2       28.8       25.9       24.8       24.7       23.4       22.5      

大腸 ･･･ ･･･ ･･･ 24.9       39.1       40.5       40.5       41.2       40.5      

女

胃 30.2       25.2       24.5       24.1       20.9       19.9       20.7       20.2       19.4      

肺 4.5        6.0        10.7       16.7       28.8       27.1       28.0       28.9       30.3      

肝 ･･･ 4.4        5.7        10.1       12.3       12.6       11.0       11.8       11.1      

乳房 4.8        5.6        9.5        14.3       22.4       21.1       22.4       24.7       24.1      

子宮 12.1       7.3        6.9        6.1        8.8        9.2        9.9        8.9        9.9       

大腸 ･･･ ･･･ ･･･ 20.3       30.2       31.4       32.4       31.8       30.7      

　　5) 率の算出には、総務省統計局「人口推計」（日本人人口）を使用した。

       ただし、昭和40年は（総人口）を使用した。

死　　亡　　率

死　　亡　　数

　　4）平成7年以降はICD－10を使用している。肺は気管、気管支および肺の悪性新生

　　　　物、肝は肝及び肝内胆管の悪性新生物、大腸は直腸S状結腸移行部及び直腸の

　　　　悪性新生物と結腸の悪性新生物を加算した。

注：1）昭和40年はICD－7を使用している。肺は気管、気管支および肺を加算した。

　　2）昭和50年はICD－8を使用している。肺は気管、気管支および肺を加算した。

　　3）昭和60年はICD－9を使用している。肺は気管、気管支および肺を加算した。
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図６ 悪性新生物の主な部位別死亡率の年次推移
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注）大腸は、平成7年から記載した。
４　婚姻
平成29年の婚姻件数は46,274組で前年の46,695組より421組減少し、婚姻率（人口千対）は5.1で前年の5.2より0.1ポイント低下した（表１）。
婚姻件数は昭和40年代後半には7万組を超え、婚姻率（人口千対）も12.0以上で婚姻ブームを呈した。その後は組数・率とも低下傾向となり、昭和60年以降は増加に転じ、平成6年以降は増減を繰り返しながらほぼ横ばいに推移していた。しかし、平成14年から4年連続で減少し、平成18年は5年ぶりに増加したが、平成19年は再び減少した。平成20年は増加に転じたが平成21年以降は減少し、平成24年に増加したが、平成25年以降は減少となった（図７）。
平成29年の平均婚姻年齢は、夫31.8歳、妻29.9歳でともに前年より0.1歳低下した（表９）。
初婚の妻の年齢（各歳）別に婚姻件数の構成割合を10年ごとにみると、ピークの年齢が上昇し、割合の高さは低下し、高い年齢の割合が増加している（図８）。
再婚の割合をみると平成29年は、夫17.9％、妻は16.1％で、前年と同じであった（表10）。
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[image: image18.emf]表9　平均婚姻年齢の年次推移

夫 妻 夫 妻

歳 歳 歳 歳

昭和50年 27.4        25.1        37.7        33.0       

　　60 28.7        25.9        39.8        35.8       

平成2年 28.8        26.2        40.3        36.4       

7 29.0        26.7        40.3        36.6       

12 29.5        27.6        40.7        36.9       

13 29.7        27.7        41.0        36.9       

14 29.9        28.0        40.8        37.1       

15 30.2        28.2        41.5        37.7       

16 30.4        28.4        41.2        37.6       

17 30.6        28.6        41.8        38.0       

18 30.8        28.8        41.9        38.0       

19 31.0        29.0        41.8        38.1       

20 31.0        29.1        42.2        38.3       

21 31.1        29.2        42.3        38.5       

22 31.3        29.4        42.6        38.9       

23 31.5        29.6        43.1        39.5       

24 31.5        29.7        43.2        39.8       

25 31.7        29.9        43.4        40.1       

26 31.8        30.0        43.7        40.2       

27 31.9        30.1        43.8        40.3       

28 31.9        30.0        43.9        40.7       

29 31.8        29.9        44.3        40.9       

注：各届出年に結婚生活に入ったもの

資料：厚生労働省「人口動態統計」



初婚

(相手方の再婚も含む)

再婚


[image: image24.emf]夫 妻

％ ％

昭和50年 10.9               10.1              

  55　 10.6               10.1              

60 11.7               11.2              

平成  2年 12.2               11.4              

7 11.9               11.3              

12 13.9               13.3              

13 14.6               14.1              

14 15.6               14.9              

15 15.9               15.4              

16 16.4               15.6              

17 17.0               16.1              

18 17.3               16.1              

19 17.5               16.6              

20

17.0               16.1              

21 17.3               15.9              

22 17.2               16.1              

23 17.4               16.0              

24 17.3               15.6              

25 17.7               15.9              

26 17.7               15.9              

27 18.2               16.3              

28 17.9               16.1              

29 17.9               16.1              

表10　全婚姻件数に対する

　　　　再婚件数の割合の年次推移


[image: image19]
5　離婚
平成29年の離婚件数は15,370組で、前年の15,673組より303組減少し、離婚率（人口千対）は1.71で前年の1.74より0.03ポイント低下した（表１）。
離婚件数は昭和39年以降に増加傾向となり、昭和44年には5,000組を越えた。その後も増加を続け、59年から減少に転じ、平成元年から再び増加したが、平成14年をピークに以降は減少傾向となっている（図９）。
離婚件数を同居期間別にみると、10年未満と20年以上では前年より減少している（表12、図10）。
[image: image25.emf]25 26 27 28 29 28年－27年 29年－28年

合計 1.28     1.29      1.33      1.31      1.29      △ 0.02  △ 0.02 

15～19歳 0.0181   0.0162    0.0169    0.0138    0.0124    △ 0.0031  △ 0.0014 

20～24 0.1037   0.0980    0.1002    0.0984    0.0946    △ 0.0017  △ 0.0039 

25～29 0.3488   0.3361    0.3397    0.3383    0.3309    △ 0.0013  △ 0.0074 

30～34 0.4797   0.4930    0.5084    0.4907    0.4901    △ 0.0177  △ 0.0005 

35～39 0.2756   0.2846    0.3017    0.3003    0.2944    △ 0.0014  △ 0.0059 

40～44 0.0565   0.0593    0.0598    0.0643    0.0645    0.0045  0.0001 

45～49 0.0013   0.0018    0.0016    0.0017    0.0019    0.0001  0.0001 

表4　合計特殊出生率の年次推移（年齢階級別内訳）

注：1）母の年齢階級別の数値は各歳別出生率を合計したものであり、合計特殊出生率は15歳

　　　～49歳の出生率を合計したものである。

　　2）率算出に使用した人口が、神奈川県統計センター「神奈川県年齢別人口統計調査」

　　　（外国人人口を含む）によるため、厚生労働省発表の数値（使用する人口が日本人人口）

　　　 とは異なる。

母の年齢

対前年増減

合　計　特　殊　出　生　率
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[image: image27.emf]表12　同居期間別離婚件数の年次推移

同居期間 25 26 27 28 29

対前年増

減

対前年増

加率(％)

総数 16,587    16,004    16,234    15,673    15,370    △303    △1.9    

5年未満 5,093     4,867     5,010     4,527     4,462     △65     △1.4    

1年未満 922       871       908       807       835       28       3.5      

1～2 1,127     1,070     1,132     1,013     1,031     18       1.8      

2～3 1,055     1,036     1,068     930       974       44       4.7      

3～4 1,039     1,003     984       928       846       △82     △8.8    

4～5 950       887       918       849       776       △73     △8.6    

5～10 3,434     3,377     3,345     3,273     3,015     △258    △7.9    

10～15 2,418     2,137     2,282     2,087     2,087     -        -        

15～20 1,644     1,626     1,737     1,683     1,728     45       2.7      

20年以上 2,796     2,716     2,718     2,814     2,776     △38     △1.4    

注：総数には同居期間不詳を含む。
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図２ 死亡数及び死亡率の年次推移
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80,352

資料：厚生労働省「人口動態統計」
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図５－1 性・年齢階級別にみた主な死因の構成割合（平成29年）
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